
19春闘19春闘

　平成の次の元号が「令和」に決定しましたね。新天皇の即位に伴
って、5月1日が祝日となり、今年のＧＷは10連休と超大型です。
もとより5月1日は世界的な労働者の祭典「メーデー」の日として、
世界80カ国以上で祝日とされています。
　今から133年前、12～ 14時間労働が当たり前だった中で、
1886年5月1日、アメリカの労働者35万人が立ち上がりました。「8
時間は仕事に、8時間は休息に、8時間は自由に」と8時間労働制を
掲げ全国的規模でたたかい、結果20万人近い労働者が「8時間労働
制」を勝ち取りました。
　しかしその後、資本家らの弾圧・事件捏造によって、8時間労働
制が崩されます。1890年、再度ストライキを構えたアメリカ労働
者の闘いに、全世界的な労働者の統一運動としてヨーロッパの労働
者が応え、「第１回国際メーデー」が行なわれました。日本では

1920年に第１回メーデ
ーが行なわれ、戦争中
10年間禁止されたあと、
終戦翌年の46年から復
活し、今日へと続いて
います。日本でのメー
デーは今年で90回の節
目。「８時間働けば暮ら
せる賃金」へ、今も闘い
は続いています。

5月1日「メーデー」ってなに？5月1日「メーデー」ってなに？5月1日「メーデー」ってなに？

（福島）春闘朝ビラの一例

厚
労
春
闘
ワ
ッ
ペ
ン
を
組
合
員

で
春
闘
期
間
中
着
用
し
、
団
体

交
渉
に
臨
み
ま
し
た
。

部
員
で
結
成
さ
れ

た
青
年
行
動
隊
を

先
頭
に
、
参
加
者

で
腕
を
組
み
、
労

働
歌
を
歌
い
平
成

最
後
の
春
闘
を
勝

利
に
向
か
っ
て
進

め
る
た
め
の
団
結

を
深
め
ま
し
た
。

ビ
ラ
や
ワ
ッ
ペ
ン
で

ア
ピ
ー
ル

　

福
島
で
は
春
闘
期
間
中
、
多

く
の
組
合
員
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
た
め
、
朝
ビ
ラ
の
取
り

組
み
が
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

回
答
指
定
日
（
３
月
13
日
）
か

ら
妥
結
ま
で
、
土
日
祝
日
を
除

く
毎
朝
、
組
合
員
に
配
布
し
て

い
ま
す
。
19
春
闘
で
も
、
そ
の

年
の
話
題
を
取
り
入
れ
た
イ
ラ

ス
ト
や
、
一
言
要
求
等
を
書
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
の
配
布
、

「
夜
勤
改
善
・
大
幅
増
員
署
名
」

の
宣
伝
行
動
や
、
学
習
会
な
ど
、

各
支
部
で
多
彩
な
取
り
組
み
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

労
働
歌
を
歌
い

決
意
固
め
る

　

４
月
15
日
、
富
山
で
「
春
闘

勝
利
総
決
起
集
会
」
が
開
催
さ

れ
、
２
５
８
名
の
組
合
員
が

結
集
し
ま
し
た
。
中
に
は
小

さ
な
お
子
さ
ん
を
連
れ
て
参

加
す
る
組
合
員
の
姿
も
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。
当
日
は
５

つ
の
決
議
、
と
６
つ
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
、
闘
争
宣
言
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
集
会
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
、
若
者
に
よ
る
決

意
表
明
で
は
、
ユ
ー
モ
ア
あ

ふ
れ
る
主
張
に
会
場
か
ら
笑

い
や
共
感
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
各
職
場
の
青
年

支
給
改
善
」
に
つ
い
て
職
員
署

名
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
署
名

を
取
る
な
か
で
、
56
歳
以
上
の

職
員
の
一
時
金
に
カ
ッ
ト
が
あ

る
こ
と
を
知
ら
な
い
職
員
も
お

り
、
署
名
を
通
じ
て
要
求
を
知

ら
せ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

署
名
に
は
非
組
合
員
に
も
積

極
的
に
協
力
し
て
も
ら
い
、

組
合
活
動
へ
賛
同
す
る
意
見

が
広
が
っ
た
こ
と
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
一
時
金
減
額
支

給
に
対
す
る
思
い
を
書
い
て

も
ら
う
欄
に
は
、「
仕
事
内
容

は
年
齢
に
関
係
な
く
同
じ
な
の

に
減
額
す
る
の
は
お
か
し
い
」

と
い
っ
た
意
見
が
多
数
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
署
名
は
７
８
４
筆

集
ま
り
、
第
１
回
団
体
交
渉
で

提
出
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
長
野
で
は
統
一
行
動
日

に
、
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

や
要
求
に
つ
い
て
書
か
れ
た
朝

ビ
ラ
の
配
布
、
職
員
に
向
け
た

統
一
行
動
で

春
闘
ス
タ
ー
ト

　

３
月
14
日
の
春
闘
統
一
行
動

日
に
、
徳
島
で
は
「
56
歳
以
上

の
職
員
に
対
す
る
一
時
金
減
額

た
朝
ビ
ラ
を
全
分
会
で
配
っ
て

い
ま
す
。

　

静
岡
で
は
、
８
年
ぶ
り
に
全

（長野・篠ノ井）職員へ激励メッセージ手渡す

（富山）ハチマキを締めて春闘勝利へ

（
長
野
・
佐
久
）
朝
ビ
ラ
配
布
の
様
子

昨年89回メーデーの様子

　
19
春
闘
が
始
ま
り
、
各
地
で
要
求
前
進
を
求
め
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
全
厚
労
19
春
闘
統
一
要
求
で
は
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
を
め
ざ
し
、

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
、
人
員
確
保
、
時
間
外
労
働
の
是
正
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
強
化
、

有
休
取
得
増
進
の
取
り
組
み
を
求
め
て
い
ま
す
。

働
き
続
け
ら
れ
る

職
場
め
ざ
し
前
進
を

働
き
続
け
ら
れ
る

職
場
め
ざ
し
前
進
を

働
き
続
け
ら
れ
る

職
場
め
ざ
し
前
進
を

【1面】春闘とりくみ、メーデーってなに？
【2面】団交に行こう！(茨厚労より)

東海ブロック春期学習会
【3面】平成の30年を振り返る  ①
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し
た
。

　

こ
の
平
成
最
初
の
10
年
間
に

全
厚
労
書
記
長
だ
っ
た
の
が
、

中
村
量
長
（
ま
す
な
が
）
さ
ん

（
写
真
上
）。
平
成
10
年
度
ま
で

書
記
長
を
務
め
ら
れ
、
翌
年
度

に
は
専
従
者
と
し
て
中
央
執
行

委
員
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

企
画
当
初
は
、
当
時
の
書
記
長

に
「
思
い
出
深
い
話
」
を
訊
く

予
定
で
し
た
が
、
ま
た
の
機
会

に
譲
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

前
年
に
沖
縄
で
起
き
た
「
少
女

暴
行
事
件
」
を
き
っ
か
け
に
大

き
く
う
ね
る
「
米
軍
犯
罪
許
す

な
！
・
基
地
縮
小
・
撤
去
」
の

強
い
沖
縄
県
民
の
思
い
を
受
け

止
め
て
帰
り
ま
す
。

　

個
人
を
対
象
に
し
た
不
当
配

転
や
不
当
解
雇
事
件
な
ど
の
争

議
も
起
こ
り
ま
し
た
。
神
奈
川

や
徳
島
、
高
知
、
大
分
な
ど
で
、

最
終
的
に
は
労
働
者
勝
利
の
命

令
や
和
解
を
勝
ち
取
っ
て
き
ま

労
働
戦
線
の

大
き
な
分
岐
点
に

　

１
９
８
９
年
１
月
、
平
成
が

始
ま
り
、
４
月
に
は
３
％
の
消

費
税
も
導
入
。
労
働
界
で
は
、

大
き
く
「
労
働
戦
線
の
再
編
」

が
行
わ
れ
、
春
闘
を
牽
引
し
て

き
た
「
総
評
（
日
本
労
働
組
合

総
評
議
会
）」
は
大
き
く
２
つ

に
分
か
れ
、
平
成
元
年
11
月
に

「
連
合
」
と
「
全
労
連
」
と
い

う
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
（
労

働
組
合
の
全
国
レ
ベ
ル
の
統
一

体
）
が
誕
生
し
ま
す
。

　

全
厚
労
は
そ
の
２
年
前
、
87

年
に
「
協
議
体
」
か
ら
「
連
合

体
」
へ
組
織
を
発
展
さ
せ
ま
す

（
連
合
体
と
な
る
こ
と
で
、
労

働
組
合
法
上
の
権
利
が
与
え
ら

れ
て
、
独
自
に
団
体
交
渉
権
や

団
体
行
動
権
（
ス
ト
権
）、
協

定
締
結
権
な
ど
を
持
ち
、運
動
・

闘
い
の
幅
が
拡
が
る
こ
と
に
な

り
ま
す
）。

　

全
厚
労
が
加
盟
し
て
い
た

「
日
本
医
労
協
（
日
本
医
療
労

働
組
合
協
議
会
）
も
、
87
年
に

「
連
合
体
」
に
な
り
、
89
年
の

大
会
で
、
60
年
代
（
昭
和
30
年

代
後
半
〜
）
に
拡
が
っ
た
「
病

院
ス
ト
」
以
来
の
看
護
婦
（
当

時
）
闘
争
が
提
起
さ
れ
、
現
在

も
続
く
ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
と
い

う
呼
び
名
の
大
き
な
運
動
が
始

ま
り
ま
し
た
。

看
護
師
が

運
動
の
先
頭
に

　

全
厚
労
も
同
時
期
、「
複
数

月
８
日
夜
勤
協
定
」
の
締
結
を

目
指
し
た
夜
勤
制
限
闘
争
を
活

発
に
行
い
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
背

景
と
し
た
闘
争
で
、
各
県
で
の

夜
勤
協
定
締
結
が
続
き
ま
す
。

平
成
元
年
の
幹
部
・
看
護
師
集

会
は
、
夜
勤
制
限
闘
争
発
祥
の

地
、
新
潟
で
第
３
回
を
迎
え
、

「
月
８
日
夜
勤
協
定
」
締
結
と

「
夜
勤
体
制
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
」
を
課
題
に
夜
勤
制
限
闘
争

が
強
化
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
２
（
90
）
年
春
闘
で
は
、

新
潟
が
病
棟
で
の
自
主
ダ
イ
ヤ

闘
争
（
労
働
組
合
で
月
８
日
の

勤
務
表
を
組
み
、
勤
務
す
る
）

や
そ
の
他
の
職
場
で
の
指
名
ス

ト
、
当
直
拒
否
等
の
実
力
行
使

で
、
92
名
の
増
員
を
勝
ち
取
る

成
果
を
上
げ
ま
し
た
。
広
厚
労

尾
道
支
部
で
は
、
平
成
３（
91
）

年
春
闘
で
、
予
備
率
15
％
を
含

め
た
夜
勤
協
定
を
再
締
結
し
て

い
ま
す
。

ス
ト
背
景
に
賃
上
げ
は

ベ
ア
が
当
然

　

平
成
最
初
の
頃
は
、
バ
ブ
ル

景
気
真
っ
最
中
。
民
間
労
働
者

の
賃
金
が
毎
年
大
幅
ア
ッ
プ
し
、

そ
れ
に
応
じ
て
人
事
院
勧
告
に

よ
る
公
務
員
の
賃
金
・
労
働
条

件
が
改
定
さ
れ
て
い
く
中
で
、

医
療
労
働
者
は
取
り
残
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
平
成
の
春
闘
は
、

「
せ
め
て
公
務
員
並
み
の
賃
金

に
」
を
合
い
言
葉
に
、
ス
ト
ラ

イ
キ
を
背
景
に
し
た
賃
上
げ
闘

争
が
展
開
さ
れ
、
平
成
元
〜
５

年
頃
の
春
闘
で
は
、
ベ
ア
１
万

円
以
上
の
回
答
も
相
次
ぎ
ま
し

た
。

　

春
闘
が
始
ま
る
と
「
ワ
ッ
ペ

ン
」
を
付
け
て
闘
争
態
勢
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
ス
ト
ラ
イ
キ
闘
争

で
は
、
赤
い
腕
章
や
鉢
巻
き
等

を
付
け
て
、
病
院
前
集
会
を
行

い
、
患
者
に
も
訴
え
ま
し
た

（
写
真
右
下
）。

　

ま
た
平
成
３
（
91
）
年
の
大

会
で
は
、
人
勧
で
「
完
全
週
休

２
日
」
が
打
ち
出
さ
れ
た
こ
と

で
、
完
全
週
休
２
日
制
獲
得
を

目
標
に
、
統
一
ス
ト
ラ
イ
キ
闘

争
を
提
起
、
決
定
し
ま
す
。
こ

こ
か
ら
平
成
８
年
ま
で
の
闘
い

で
、
14
県
で
完
全
週
休
２
日
制

を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

専
門
部
も
そ
れ
ぞ
れ
に

活
動
を
強
化

　

女
性
分
野
は
ま
だ
「
婦
人
」

と
の
呼
称
で
し
た
が
、
平
成
元

年
に
は
12
回
目
の
婦
人
集
会
が

開
か
れ
、
平
成
３
年
に
は
６
〜

７
月
を
「
婦
人
の
権
利
を
考
え

る
月
間
」と
し
て
、今
日
の
「
母

性
保
護
月
間
」
に
繋
が
る
流
れ

が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
年
交
流
集
会
も
、
12
回
を

数
え
る
と
と
も
に
、
こ
れ
と
は

別
に
学
習
の
場
と
し
て
、
88
年

か
ら
青
年
独
自
の
学
習
交
流
集

会
も
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
頃

の
青
年
委
員
会
に
は
、
現
在
の

畑
中
剛
喜
中
央
執
行
委
員
長
も

メ
ン
バ
ー
と
し
て
入
っ
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
平
和
分
野
で
も
全
厚

労
は
他
の
労
組
と
較
べ
て
も
取

り
組
み
の
位
置
づ
け
が
高
く
、

全
厚
労
平
和
委
員
会
は
、
80
年

代
か
ら
の
核
兵
器
廃
絶
運
動
や

国
民
平
和
大
行
進
、
ビ
キ
ニ
デ

ー
集
会
や
夏
の
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
へ
の
参
加
も
30
〜
40
名

規
模
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し

た
。

　

平
成
８
（
96
）
年
に
平
和
委

員
長
だ
っ
た
岩
佐
彰
さ
ん
（
平

成
11
年
９
月
か
ら
全
厚
労
書
記

長
）
ら
６
名
は
、
沖
縄
で
開
催

さ
れ
た
日
本
平
和
大
会
に
参
加
。

　

茨
厚
労
の
青
年
部
員
で
あ
り
、

昨
年
度
よ
り
茨
厚
労
書
記
長
を

し
て
お
り
ま
す
宇
留
野
と
申
し

ま
す
。

　
「
団
体
交
渉
は
組
合
の
執
行

部
だ
け
で
お
こ
な
う
も
の
」
と

思
っ
て
い
る
人
も
い
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
茨
厚
労
は
大
衆
団

交
の
ス
タ
イ
ル
を
守
り
、
現
場

の
声
を
直
接
訴
え
る
こ
と
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
経

営
者
か
ら
お
金
の
動
き
や
、
抱

え
て
い
る
課
題
、
そ
れ
に
つ
い

て
の
経
営
側
の
考
え
方
な
ど
を

直
接
自
分
の
耳
で
聞
け
る
絶
好

の
場
所
で
す
。
ぜ
ひ
団
体
交
渉

に
足
を
運
び
、
自
分
の
目
と
耳

で
交
渉
を
体
感
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　

２
０
１
６
年
３
月
に
移
転
、

開
院
し
た
土
浦
協
同
病
院
で
す

が
、
新
築
移
転
費
用
が
、
計
画

よ
り
１
０
０
億
円
以
上
も
大
き

く
膨
れ
上
が
り
、
茨
城
県
厚
生

連
は
87
億
円
の
経
営
赤
字
を
計

上
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
冬

の
ボ
ー
ナ
ス
交
渉
で
経
営
側
は
、

退
職
金
の
積
立
金
（
退
職
給
与

引
当
金
）
を
３
年
間
凍
結
し
、

そ
れ
を
原
資
に
０
・
５
ヵ
月
分

の
支
給
（
例
年
な
ら
２
ヶ
月
分
）

と
回
答
し
て
き
た
た
め
、
茨
厚

労
は
24
年
ぶ
り
に
半
日
ス
ト
ラ

イ
キ
を
実
施
、

交
渉
が
越
年

す
る
闘
い
が

あ
り
ま
し
た
。

　

も
と
も
と

多
忙
な
勤
務

体
制
の
中
、

ボ
ー
ナ
ス
の

大
幅
カ
ッ
ト

方
針
が
示
さ

れ
た
の
を
機

に
、
張
り
詰

め
て
い
た
気

持
ち
が
切
れ
、

年
度
末
に
退

職
を
希
望
す

る
医
師
や
看

護
師
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
続
出

し
ま
し
た
。「
生
活
給
と
し
て

最
低
限
の
２
・
０
ヵ
月
を
カ
ッ

ト
さ
れ
て
は
生
活
が
回
ら
な
く

な
る
」「
カ
ッ
ト
さ
れ
る
く
ら

い
な
ら
退
職
し
た
い
」「
経
営

責
任
の
ツ
ケ
を
職
員
に
負
わ
せ

る
の
か
」「
退
職
す
る
人
が
多

く
な
っ
た
ら
、
仕
事
が
今
以
上

に
き
つ
く
な
る
」「
業
務
が
回

ら
な
く
な
る
」
な
ど
、
職
員
の

声
は
切
実
で
し
た
。
そ
こ
で
労

働
組
合
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、
離
職
を
最
小

限
に
と
ど
め
、
今
い
る
職
員
を

大
事
に
し
て
、
働
く
環
境
を
整

が
多
く
、
離
職
防
止
に
つ
な
げ

る
職
場
環
境
の
見
直
し
が
必
要

で
あ
る
と
訴
え
る
グ
ル
ー
プ
も

あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
三
厚
労

書
記
長
刀
根
良
友
さ
ん
の
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
東
海
ブ
ロ

ッ
ク
春
期
学
習
会
の
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。（

教
宣
部
・
斯
波
貴
拡
）

団
交
に
行
こ
う
！

団
交
に
行
こ
う
！

団
交
に
行
こ
う
！

〜
茨
厚
労
の
取
り
組
み
よ
り
〜

　

全
厚
労
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
春
期

学
習
会
が
３
月
９
日
〜
10
日
、

愛
知
県
豊
橋
市
の
ロ
ワ
ジ
ー
ル

ホ
テ
ル
豊
橋
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
４
県
よ
り
総
勢
80
名
以

上
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
記

念
講
演
で
は
ユ
ー
モ
ア
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
と
し
て
、
企
業
や
職

場
、
暮
ら
し
の
中
の
笑
い
の
効

用
を
伝
え
て
い
る
、
元
信
金
支

店
長
の
日
本
笑
い
学
会
、
矢
野

宗
宏
氏
を
招
き
「
笑
い
で
職
場

を
活
性
化
」
を
テ
ー
マ
に
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
は
二
部
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
第
一
部
は
、
自
分
自
身

を
笑
い
飛
ば
し
て
し
ま
う
パ
ワ

ー
が
あ
れ
ば
明
る
く
前
向
き
な

仕
事
が
で
き
る
と
産
業
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
で
も
あ
る
矢
野
氏
が
24

年
間
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
経
験
を

活
か
し
て
、
職
場
の
ス
ト
レ
ス

を
楽
に
す
る
癒
し
の
話
を
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
会
場
に
簡
易
高

座
を
設
置
し
着
物
に
着
替
え
て

小
噺
（
こ
ば
な
し
）
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
自
分

の
職
場
で
の
ス
ト
レ
ス
を
見
直

し
、「
笑
い
」
の
力
が
職
場
へ

与
え
る
影
響
の
大
き
さ
を
知
る

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

分
散
会
で
は
11
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
「
職
場
環
境
の
向

上
と
活
性
化
」
を
テ
ー
マ
に
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

し
ま
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
で
挙

が
っ
て
い
た
問
題
は
人
員
不
足

２
０
１
９
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
春
期
学
習
会

16
秋
闘
で
の

ス
ト
配
置

「
笑
い
の
力
」を
学
び
職
場
環
境
改
善
へ
！

「
笑
い
の
力
」を
学
び
職
場
環
境
改
善
へ
！

「
笑
い
の
力
」を
学
び
職
場
環
境
改
善
へ
！

全厚労平成30年史①

※全厚労ニュースより編集部の独断で抜粋しました  

え
る
こ
と
、
そ
の
こ
と
が
、
地

域
医
療
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ス
ト
ラ
イ
キ
は
初
め
て
と
言

う
職
員
が
多
い
中
、
自
分
自
身

も
半
日
と
い
う
長
い
ス
ト
ラ
イ

キ
は
初
め
て
で
、
不
安
は
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
職
員
が
一

丸
と
な
っ
て
ス
ト
ラ
イ
キ
に
入

り
、
集
会
や
地
域
宣
伝
な
ど
を

通
し
て
意
思
統
一
が
図
ら
れ
、

情
報
共
有
の
場
に
も
な
り
ま
し

た
。

　

①
少
な
い
人
数
で
何
と
か
や

り
く
り
し
て
い
る
診
療
科
も
あ

り
、
診
療
体
制
が
維
持
で
き
な

く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。②
経
営

側
が
想
定
す
る
経
営
改
善
す
ら

ま
ま
な
ら
な
い
ば
か
り
か
、
地

域
医
療
が
崩
壊
し
か
ね
な
い
。

③
協
同
病
院
は
歴
史
的
に
地
域

住
民
、
と
り
わ
け
農
業
者
が
自

ら
つ
く
っ
た
病
院
。
自
治
体
か

ら
、
医
師
確
保
な
ど
の
助
成
金

を
受
け
取
っ
て
お
り
、
地
域
医

療
を
守
る
と
い
う
公
的
医
療
機

関
と
し
て
の
使
命
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
観
点
か
ら
、
職
員

の
大
量
退
職
に
よ
り
病
院
機
能

が
崩
壊
し
か
ね
な
い
と
感
じ
、

地
域
住
民
へ
の
説
明
や
チ
ラ
シ

配
布
、
懇
談
会
な
ど
を
実
施
し

ま
し
た
。
地
域
住
民
か
ら
は
、

「
自
分
達
の
地
域
に
病
院
が
無

く
な
っ
た
ら
困
る
」、「
地
域
の

病
院
を
守
り
、
職
員
を
大
事
に

し
て
く
れ
」
と
嬉
し
い
言
葉
を

頂
き
ま
し
た
。
自
治
体
や
県
か

ら
も
、
経
営
者
へ
の
要
請
文
や

抗
議
な
ど
様
々
な
形
で
協
力
し

て
く
れ
、
厚
生
連
へ
の
期
待
と

責
任
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

労
働
組
合
に
は
団
体
交
渉
権

が
あ
り
ま
す
が
、
た
っ
た
１
人

で
経
営
者
に
交
渉
を
し
て
も
、

何
か
を
変
え
る
こ
と
は
難
し
い

で
し
ょ
う
。
大
勢
で
交
渉
す
る

か
ら
力
強
い
の
で
す
。

　

経
営
者
と
労
働
者
で
は
、
労

働
者
の
方
が
立
場
が
弱
い
現
実

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
や
は
り

労
働
者
は
人
数
で
対
抗
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
安
心
し
て
働

け
る
職
場
を
作
る
の
も
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
意
見
や
思
い
が

大
切
で
す
。
そ
の
思
い
を
集
め

て
、
皆
で
、
直
接
、
経
営
側
に

訴
え
る
。
こ
の
こ
と
が
、
要
求

前
進
の
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

茨
厚
労
伝
統
の

大
衆
団
交
で

感
じ
た
事

地
域
に
出
て

闘
っ
た
経
過

 西暦 平成 月
 1987 S62 10
 1988 S63 4

 1989 元 6

 1989 元 7
 1989 元 10

 1989 元 11

 1990 2 5

 1991 3 5

 1991 3 5

 1991 3 8

 1991 3 9

 1992 4 6

 1993 5 4

 1993 5 6

 1994 6 4
 1994 6 10
 1995 7 1
 1995 7 1
 1996 8 
 1996 8 6

 1997 9 10

 1998 10 5

 1998 10 11

出来事
大会で連合体化を確認
全厚労7年ぶりの統一スト
89春闘で、全厚労定昇込み平均
11,150円（5.94％）、ベア部分
2.89％獲得
医労連がナースウェーブ提起
新潟で第3回幹部・看護師集会開催
総評が解散、連合へ合流・再編、全
労連が結成される
茨城で、18,888円の賃上げ回答
婦人委員会で6～7月を「婦人の権
利を考える月間」に設定
広島が5次回答でベア1万円確保、
夜勤協定で予備要員15％で締結
（尾道）
人事院が、完全週休2日制を勧告
定期大会で、完全週休2日制獲得の
統一ストライキ方針を決定
広島、ベアのみ17,475円、定昇込
みで24,900円の回答
白衣デモを11県で実施
全厚労野球大会（静岡）に7県参加。
長野優勝
白衣デモが14県に拡がる
幹部・看護師集会。オペレッタを上演
阪神淡路大震災が発生
イタリア・フランスに医療視察
14県で完全週休2日制実施へ
埼玉の春闘、地労委あっせんで決着
幹部・看護師集会10周年。オペレッ
タ「めざめた看護婦たち」を新シナ
リオで上演
ナースウェーブ10年目の中央集会
に5000人参加
徳島、不当配転事件で、勝利命令勝
ち取る

日比谷野音での中央集会にて（一番左が中村さん）

89春闘でのストライキの様子（全厚労ニュースより）

団体交渉に臨む宇留野書記長（前列手前より２人目）

16秋闘での茨城本所前行動の様子

第二部で小噺を披露する矢野宗宏氏

全
厚
労・平
成
の
30
年
を
振
り
返
る  

①

　
こ
の
４
月
末
で
30
年
余
続
い
た
平
成
が
終
わ
り
を
迎
え
ま
す
。
時
代
の
変
化
は
必

ず
し
も
元
号
で
区
切
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
経
済
情
勢
や
労
働
運
動
も

大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
全
厚
労
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
本
当
に
歴
史
の一部
分
で
し
か
あ

り
ま
せ
ん
が
、
平
成
の
時
代
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
（
３
回
連
載
予
定
）。

統
一
ス
ト
ラ
イ
キ
闘
争
・

     

白
衣
の
デ
モ
な
ど
旺
盛
に

統
一
ス
ト
ラ
イ
キ
闘
争
・

     

白
衣
の
デ
モ
な
ど
旺
盛
に
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し
た
。

　

こ
の
平
成
最
初
の
10
年
間
に

全
厚
労
書
記
長
だ
っ
た
の
が
、

中
村
量
長
（
ま
す
な
が
）
さ
ん

（
写
真
上
）。
平
成
10
年
度
ま
で

書
記
長
を
務
め
ら
れ
、
翌
年
度

に
は
専
従
者
と
し
て
中
央
執
行

委
員
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

企
画
当
初
は
、
当
時
の
書
記
長

に
「
思
い
出
深
い
話
」
を
訊
く

予
定
で
し
た
が
、
ま
た
の
機
会

に
譲
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

前
年
に
沖
縄
で
起
き
た
「
少
女

暴
行
事
件
」
を
き
っ
か
け
に
大

き
く
う
ね
る
「
米
軍
犯
罪
許
す

な
！
・
基
地
縮
小
・
撤
去
」
の

強
い
沖
縄
県
民
の
思
い
を
受
け

止
め
て
帰
り
ま
す
。

　

個
人
を
対
象
に
し
た
不
当
配

転
や
不
当
解
雇
事
件
な
ど
の
争

議
も
起
こ
り
ま
し
た
。
神
奈
川

や
徳
島
、
高
知
、
大
分
な
ど
で
、

最
終
的
に
は
労
働
者
勝
利
の
命

令
や
和
解
を
勝
ち
取
っ
て
き
ま

労
働
戦
線
の

大
き
な
分
岐
点
に

　

１
９
８
９
年
１
月
、
平
成
が

始
ま
り
、
４
月
に
は
３
％
の
消

費
税
も
導
入
。
労
働
界
で
は
、

大
き
く
「
労
働
戦
線
の
再
編
」

が
行
わ
れ
、
春
闘
を
牽
引
し
て

き
た
「
総
評
（
日
本
労
働
組
合

総
評
議
会
）」
は
大
き
く
２
つ

に
分
か
れ
、
平
成
元
年
11
月
に

「
連
合
」
と
「
全
労
連
」
と
い

う
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
（
労

働
組
合
の
全
国
レ
ベ
ル
の
統
一

体
）
が
誕
生
し
ま
す
。

　

全
厚
労
は
そ
の
２
年
前
、
87

年
に
「
協
議
体
」
か
ら
「
連
合

体
」
へ
組
織
を
発
展
さ
せ
ま
す

（
連
合
体
と
な
る
こ
と
で
、
労

働
組
合
法
上
の
権
利
が
与
え
ら

れ
て
、
独
自
に
団
体
交
渉
権
や

団
体
行
動
権
（
ス
ト
権
）、
協

定
締
結
権
な
ど
を
持
ち
、運
動
・

闘
い
の
幅
が
拡
が
る
こ
と
に
な

り
ま
す
）。

　

全
厚
労
が
加
盟
し
て
い
た

「
日
本
医
労
協
（
日
本
医
療
労

働
組
合
協
議
会
）
も
、
87
年
に

「
連
合
体
」
に
な
り
、
89
年
の

大
会
で
、
60
年
代
（
昭
和
30
年

代
後
半
〜
）
に
拡
が
っ
た
「
病

院
ス
ト
」
以
来
の
看
護
婦
（
当

時
）
闘
争
が
提
起
さ
れ
、
現
在

も
続
く
ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
と
い

う
呼
び
名
の
大
き
な
運
動
が
始

ま
り
ま
し
た
。

看
護
師
が

運
動
の
先
頭
に

　

全
厚
労
も
同
時
期
、「
複
数

月
８
日
夜
勤
協
定
」
の
締
結
を

目
指
し
た
夜
勤
制
限
闘
争
を
活

発
に
行
い
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
背

景
と
し
た
闘
争
で
、
各
県
で
の

夜
勤
協
定
締
結
が
続
き
ま
す
。

平
成
元
年
の
幹
部
・
看
護
師
集

会
は
、
夜
勤
制
限
闘
争
発
祥
の

地
、
新
潟
で
第
３
回
を
迎
え
、

「
月
８
日
夜
勤
協
定
」
締
結
と

「
夜
勤
体
制
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
」
を
課
題
に
夜
勤
制
限
闘
争

が
強
化
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
２
（
90
）
年
春
闘
で
は
、

新
潟
が
病
棟
で
の
自
主
ダ
イ
ヤ

闘
争
（
労
働
組
合
で
月
８
日
の

勤
務
表
を
組
み
、
勤
務
す
る
）

や
そ
の
他
の
職
場
で
の
指
名
ス

ト
、
当
直
拒
否
等
の
実
力
行
使

で
、
92
名
の
増
員
を
勝
ち
取
る

成
果
を
上
げ
ま
し
た
。
広
厚
労

尾
道
支
部
で
は
、
平
成
３（
91
）

年
春
闘
で
、
予
備
率
15
％
を
含

め
た
夜
勤
協
定
を
再
締
結
し
て

い
ま
す
。

ス
ト
背
景
に
賃
上
げ
は

ベ
ア
が
当
然

　

平
成
最
初
の
頃
は
、
バ
ブ
ル

景
気
真
っ
最
中
。
民
間
労
働
者

の
賃
金
が
毎
年
大
幅
ア
ッ
プ
し
、

そ
れ
に
応
じ
て
人
事
院
勧
告
に

よ
る
公
務
員
の
賃
金
・
労
働
条

件
が
改
定
さ
れ
て
い
く
中
で
、

医
療
労
働
者
は
取
り
残
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
平
成
の
春
闘
は
、

「
せ
め
て
公
務
員
並
み
の
賃
金

に
」
を
合
い
言
葉
に
、
ス
ト
ラ

イ
キ
を
背
景
に
し
た
賃
上
げ
闘

争
が
展
開
さ
れ
、
平
成
元
〜
５

年
頃
の
春
闘
で
は
、
ベ
ア
１
万

円
以
上
の
回
答
も
相
次
ぎ
ま
し

た
。

　

春
闘
が
始
ま
る
と
「
ワ
ッ
ペ

ン
」
を
付
け
て
闘
争
態
勢
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
ス
ト
ラ
イ
キ
闘
争

で
は
、
赤
い
腕
章
や
鉢
巻
き
等

を
付
け
て
、
病
院
前
集
会
を
行

い
、
患
者
に
も
訴
え
ま
し
た

（
写
真
右
下
）。

　

ま
た
平
成
３
（
91
）
年
の
大

会
で
は
、
人
勧
で
「
完
全
週
休

２
日
」
が
打
ち
出
さ
れ
た
こ
と

で
、
完
全
週
休
２
日
制
獲
得
を

目
標
に
、
統
一
ス
ト
ラ
イ
キ
闘

争
を
提
起
、
決
定
し
ま
す
。
こ

こ
か
ら
平
成
８
年
ま
で
の
闘
い

で
、
14
県
で
完
全
週
休
２
日
制

を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

専
門
部
も
そ
れ
ぞ
れ
に

活
動
を
強
化

　

女
性
分
野
は
ま
だ
「
婦
人
」

と
の
呼
称
で
し
た
が
、
平
成
元

年
に
は
12
回
目
の
婦
人
集
会
が

開
か
れ
、
平
成
３
年
に
は
６
〜

７
月
を
「
婦
人
の
権
利
を
考
え

る
月
間
」と
し
て
、今
日
の
「
母

性
保
護
月
間
」
に
繋
が
る
流
れ

が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
年
交
流
集
会
も
、
12
回
を

数
え
る
と
と
も
に
、
こ
れ
と
は

別
に
学
習
の
場
と
し
て
、
88
年

か
ら
青
年
独
自
の
学
習
交
流
集

会
も
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
頃

の
青
年
委
員
会
に
は
、
現
在
の

畑
中
剛
喜
中
央
執
行
委
員
長
も

メ
ン
バ
ー
と
し
て
入
っ
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
平
和
分
野
で
も
全
厚

労
は
他
の
労
組
と
較
べ
て
も
取

り
組
み
の
位
置
づ
け
が
高
く
、

全
厚
労
平
和
委
員
会
は
、
80
年

代
か
ら
の
核
兵
器
廃
絶
運
動
や

国
民
平
和
大
行
進
、
ビ
キ
ニ
デ

ー
集
会
や
夏
の
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
へ
の
参
加
も
30
〜
40
名

規
模
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し

た
。

　

平
成
８
（
96
）
年
に
平
和
委

員
長
だ
っ
た
岩
佐
彰
さ
ん
（
平

成
11
年
９
月
か
ら
全
厚
労
書
記

長
）
ら
６
名
は
、
沖
縄
で
開
催

さ
れ
た
日
本
平
和
大
会
に
参
加
。

　

茨
厚
労
の
青
年
部
員
で
あ
り
、

昨
年
度
よ
り
茨
厚
労
書
記
長
を

し
て
お
り
ま
す
宇
留
野
と
申
し

ま
す
。

　
「
団
体
交
渉
は
組
合
の
執
行

部
だ
け
で
お
こ
な
う
も
の
」
と

思
っ
て
い
る
人
も
い
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
茨
厚
労
は
大
衆
団

交
の
ス
タ
イ
ル
を
守
り
、
現
場

の
声
を
直
接
訴
え
る
こ
と
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
経

営
者
か
ら
お
金
の
動
き
や
、
抱

え
て
い
る
課
題
、
そ
れ
に
つ
い

て
の
経
営
側
の
考
え
方
な
ど
を

直
接
自
分
の
耳
で
聞
け
る
絶
好

の
場
所
で
す
。
ぜ
ひ
団
体
交
渉

に
足
を
運
び
、
自
分
の
目
と
耳

で
交
渉
を
体
感
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　

２
０
１
６
年
３
月
に
移
転
、

開
院
し
た
土
浦
協
同
病
院
で
す

が
、
新
築
移
転
費
用
が
、
計
画

よ
り
１
０
０
億
円
以
上
も
大
き

く
膨
れ
上
が
り
、
茨
城
県
厚
生

連
は
87
億
円
の
経
営
赤
字
を
計

上
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
冬

の
ボ
ー
ナ
ス
交
渉
で
経
営
側
は
、

退
職
金
の
積
立
金
（
退
職
給
与

引
当
金
）
を
３
年
間
凍
結
し
、

そ
れ
を
原
資
に
０
・
５
ヵ
月
分

の
支
給
（
例
年
な
ら
２
ヶ
月
分
）

と
回
答
し
て
き
た
た
め
、
茨
厚

労
は
24
年
ぶ
り
に
半
日
ス
ト
ラ

イ
キ
を
実
施
、

交
渉
が
越
年

す
る
闘
い
が

あ
り
ま
し
た
。

　

も
と
も
と

多
忙
な
勤
務

体
制
の
中
、

ボ
ー
ナ
ス
の

大
幅
カ
ッ
ト

方
針
が
示
さ

れ
た
の
を
機

に
、
張
り
詰

め
て
い
た
気

持
ち
が
切
れ
、

年
度
末
に
退

職
を
希
望
す

る
医
師
や
看

護
師
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
続
出

し
ま
し
た
。「
生
活
給
と
し
て

最
低
限
の
２
・
０
ヵ
月
を
カ
ッ

ト
さ
れ
て
は
生
活
が
回
ら
な
く

な
る
」「
カ
ッ
ト
さ
れ
る
く
ら

い
な
ら
退
職
し
た
い
」「
経
営

責
任
の
ツ
ケ
を
職
員
に
負
わ
せ

る
の
か
」「
退
職
す
る
人
が
多

く
な
っ
た
ら
、
仕
事
が
今
以
上

に
き
つ
く
な
る
」「
業
務
が
回

ら
な
く
な
る
」
な
ど
、
職
員
の

声
は
切
実
で
し
た
。
そ
こ
で
労

働
組
合
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、
離
職
を
最
小

限
に
と
ど
め
、
今
い
る
職
員
を

大
事
に
し
て
、
働
く
環
境
を
整

が
多
く
、
離
職
防
止
に
つ
な
げ

る
職
場
環
境
の
見
直
し
が
必
要

で
あ
る
と
訴
え
る
グ
ル
ー
プ
も

あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
三
厚
労

書
記
長
刀
根
良
友
さ
ん
の
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
東
海
ブ
ロ

ッ
ク
春
期
学
習
会
の
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。（

教
宣
部
・
斯
波
貴
拡
）

団
交
に
行
こ
う
！

団
交
に
行
こ
う
！

団
交
に
行
こ
う
！

〜
茨
厚
労
の
取
り
組
み
よ
り
〜

　

全
厚
労
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
春
期

学
習
会
が
３
月
９
日
〜
10
日
、

愛
知
県
豊
橋
市
の
ロ
ワ
ジ
ー
ル

ホ
テ
ル
豊
橋
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
４
県
よ
り
総
勢
80
名
以

上
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
記

念
講
演
で
は
ユ
ー
モ
ア
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
と
し
て
、
企
業
や
職

場
、
暮
ら
し
の
中
の
笑
い
の
効

用
を
伝
え
て
い
る
、
元
信
金
支

店
長
の
日
本
笑
い
学
会
、
矢
野

宗
宏
氏
を
招
き
「
笑
い
で
職
場

を
活
性
化
」
を
テ
ー
マ
に
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
は
二
部
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
第
一
部
は
、
自
分
自
身

を
笑
い
飛
ば
し
て
し
ま
う
パ
ワ

ー
が
あ
れ
ば
明
る
く
前
向
き
な

仕
事
が
で
き
る
と
産
業
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
で
も
あ
る
矢
野
氏
が
24

年
間
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
経
験
を

活
か
し
て
、
職
場
の
ス
ト
レ
ス

を
楽
に
す
る
癒
し
の
話
を
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
会
場
に
簡
易
高

座
を
設
置
し
着
物
に
着
替
え
て

小
噺
（
こ
ば
な
し
）
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
自
分

の
職
場
で
の
ス
ト
レ
ス
を
見
直

し
、「
笑
い
」
の
力
が
職
場
へ

与
え
る
影
響
の
大
き
さ
を
知
る

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

分
散
会
で
は
11
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
「
職
場
環
境
の
向

上
と
活
性
化
」
を
テ
ー
マ
に
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

し
ま
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
で
挙

が
っ
て
い
た
問
題
は
人
員
不
足

２
０
１
９
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
春
期
学
習
会

16
秋
闘
で
の

ス
ト
配
置

「
笑
い
の
力
」を
学
び
職
場
環
境
改
善
へ
！

「
笑
い
の
力
」を
学
び
職
場
環
境
改
善
へ
！

「
笑
い
の
力
」を
学
び
職
場
環
境
改
善
へ
！

全厚労平成30年史①

※全厚労ニュースより編集部の独断で抜粋しました  

え
る
こ
と
、
そ
の
こ
と
が
、
地

域
医
療
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ス
ト
ラ
イ
キ
は
初
め
て
と
言

う
職
員
が
多
い
中
、
自
分
自
身

も
半
日
と
い
う
長
い
ス
ト
ラ
イ

キ
は
初
め
て
で
、
不
安
は
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
職
員
が
一

丸
と
な
っ
て
ス
ト
ラ
イ
キ
に
入

り
、
集
会
や
地
域
宣
伝
な
ど
を

通
し
て
意
思
統
一
が
図
ら
れ
、

情
報
共
有
の
場
に
も
な
り
ま
し

た
。

　

①
少
な
い
人
数
で
何
と
か
や

り
く
り
し
て
い
る
診
療
科
も
あ

り
、
診
療
体
制
が
維
持
で
き
な

く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。②
経
営

側
が
想
定
す
る
経
営
改
善
す
ら

ま
ま
な
ら
な
い
ば
か
り
か
、
地

域
医
療
が
崩
壊
し
か
ね
な
い
。

③
協
同
病
院
は
歴
史
的
に
地
域

住
民
、
と
り
わ
け
農
業
者
が
自

ら
つ
く
っ
た
病
院
。
自
治
体
か

ら
、
医
師
確
保
な
ど
の
助
成
金

を
受
け
取
っ
て
お
り
、
地
域
医

療
を
守
る
と
い
う
公
的
医
療
機

関
と
し
て
の
使
命
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
観
点
か
ら
、
職
員

の
大
量
退
職
に
よ
り
病
院
機
能

が
崩
壊
し
か
ね
な
い
と
感
じ
、

地
域
住
民
へ
の
説
明
や
チ
ラ
シ

配
布
、
懇
談
会
な
ど
を
実
施
し

ま
し
た
。
地
域
住
民
か
ら
は
、

「
自
分
達
の
地
域
に
病
院
が
無

く
な
っ
た
ら
困
る
」、「
地
域
の

病
院
を
守
り
、
職
員
を
大
事
に

し
て
く
れ
」
と
嬉
し
い
言
葉
を

頂
き
ま
し
た
。
自
治
体
や
県
か

ら
も
、
経
営
者
へ
の
要
請
文
や

抗
議
な
ど
様
々
な
形
で
協
力
し

て
く
れ
、
厚
生
連
へ
の
期
待
と

責
任
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

労
働
組
合
に
は
団
体
交
渉
権

が
あ
り
ま
す
が
、
た
っ
た
１
人

で
経
営
者
に
交
渉
を
し
て
も
、

何
か
を
変
え
る
こ
と
は
難
し
い

で
し
ょ
う
。
大
勢
で
交
渉
す
る

か
ら
力
強
い
の
で
す
。

　

経
営
者
と
労
働
者
で
は
、
労

働
者
の
方
が
立
場
が
弱
い
現
実

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
や
は
り

労
働
者
は
人
数
で
対
抗
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
安
心
し
て
働

け
る
職
場
を
作
る
の
も
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
意
見
や
思
い
が

大
切
で
す
。
そ
の
思
い
を
集
め

て
、
皆
で
、
直
接
、
経
営
側
に

訴
え
る
。
こ
の
こ
と
が
、
要
求

前
進
の
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

茨
厚
労
伝
統
の

大
衆
団
交
で

感
じ
た
事

地
域
に
出
て

闘
っ
た
経
過

 西暦 平成 月
 1987 S62 10
 1988 S63 4

 1989 元 6

 1989 元 7
 1989 元 10

 1989 元 11

 1990 2 5

 1991 3 5

 1991 3 5

 1991 3 8

 1991 3 9

 1992 4 6

 1993 5 4

 1993 5 6

 1994 6 4
 1994 6 10
 1995 7 1
 1995 7 1
 1996 8 
 1996 8 6

 1997 9 10

 1998 10 5

 1998 10 11

出来事
大会で連合体化を確認
全厚労7年ぶりの統一スト
89春闘で、全厚労定昇込み平均
11,150円（5.94％）、ベア部分
2.89％獲得
医労連がナースウェーブ提起
新潟で第3回幹部・看護師集会開催
総評が解散、連合へ合流・再編、全
労連が結成される
茨城で、18,888円の賃上げ回答
婦人委員会で6～7月を「婦人の権
利を考える月間」に設定
広島が5次回答でベア1万円確保、
夜勤協定で予備要員15％で締結
（尾道）
人事院が、完全週休2日制を勧告
定期大会で、完全週休2日制獲得の
統一ストライキ方針を決定
広島、ベアのみ17,475円、定昇込
みで24,900円の回答
白衣デモを11県で実施
全厚労野球大会（静岡）に7県参加。
長野優勝
白衣デモが14県に拡がる
幹部・看護師集会。オペレッタを上演
阪神淡路大震災が発生
イタリア・フランスに医療視察
14県で完全週休2日制実施へ
埼玉の春闘、地労委あっせんで決着
幹部・看護師集会10周年。オペレッ
タ「めざめた看護婦たち」を新シナ
リオで上演
ナースウェーブ10年目の中央集会
に5000人参加
徳島、不当配転事件で、勝利命令勝
ち取る

日比谷野音での中央集会にて（一番左が中村さん）

89春闘でのストライキの様子（全厚労ニュースより）

団体交渉に臨む宇留野書記長（前列手前より２人目）

16秋闘での茨城本所前行動の様子

第二部で小噺を披露する矢野宗宏氏

全
厚
労・平
成
の
30
年
を
振
り
返
る  

①

　
こ
の
４
月
末
で
30
年
余
続
い
た
平
成
が
終
わ
り
を
迎
え
ま
す
。
時
代
の
変
化
は
必

ず
し
も
元
号
で
区
切
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
経
済
情
勢
や
労
働
運
動
も

大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
全
厚
労
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
本
当
に
歴
史
の一部
分
で
し
か
あ

り
ま
せ
ん
が
、
平
成
の
時
代
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
（
３
回
連
載
予
定
）。

統
一
ス
ト
ラ
イ
キ
闘
争
・

     
白
衣
の
デ
モ
な
ど
旺
盛
に

統
一
ス
ト
ラ
イ
キ
闘
争
・

     
白
衣
の
デ
モ
な
ど
旺
盛
に
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当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
10
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。２
月
号
の
答
え
は
「
ハ
ル
ノ
オ
ガ
ワ
」で
、

当
選
倍
率
は
３
・
９
倍
（
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
聞
か
せ
て
、
計
10
名
当
選
）
で
し
た
。

　

息
子
は
昨
年
８

月
か
ら
、
娘
た
ち

は
昨
年
12
月
か
ら

小
学
校
の
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
に
入
部
。

部
員
が
少
な
い
た

め
、
試
合
に
出
る

こ
と
も
あ
り
日
々

練
習
に
汗
を
流
す

子
供
た
ち
。
中
で

も
女
子
は
県
外
へ

の
遠
征
も
多
く
、

荷
物
を
積
め
る
我

が
家
の
ハ
イ
エ
ー

ス
が
大
活
躍
。
県
外
遠
征

時
は
車
中
泊
も
楽
し
む
自

分
。
今
年
、
上
の
子
た
ち

（
男
女
の
双
子
）
は
最
終
学

年
の
６
年
生
。
勝
利
目
指

し
て
ガ
ン
バ
ロ
ー
！（

Ｙ
Ｓ
）

教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき

　富厚労からは書記次長の高田美津雄さんを
紹介します。
　理学療法士として働く高田さんはいつも笑
顔を絶やさず場を和ませ、ムードメーカーと
して慕われています。やさしい雰囲気を維持
するためにダイエットはしないようです。最
近は車中泊が得意で、愛車を車中泊仕様にグ
レードアップすることに余念がありません。
　書記次長２年目となり、責任感を持って組
合活動に取り組んでおり、青年部の行事には
後輩を誘って積極的に参加しています。いつ

も周囲への気配りを忘れず、先輩方からもとても頼りにされています。
　全国の皆さん、これからの富厚労を背負って立つ高田さんをよろしく
お願いします。

　香川県からは今回、屋島総合病院リハ
ビリテーション科で勤務する、若手No1
エリート！労働組合青年委員、または次
期書記次長の黒澤太郎さんを紹介します。
　甘いルックスにホストの様な巧みな話
術で院内の女性は皆、彼の虜になってい
ます。職場での仕事ぶりは機械のように
冷徹で、しかしその一方で誰にも負けな
い内に秘めたる相手への『熱い想い』は、
上司の方々からも一目置かれています。　そんな彼は組合でも青年委員と
して組合員達の若年層の中心に立っており、ぐいぐい引っ張ってくれる行
動力はまさに若手組合員のリーダーです。今後も彼の屋島総合病院そして
香川県厚生連での活躍に期待できます。
　そんな彼ですが、外見はチャラい成りですが、根は真面目で気遣いので
きる優しい帰国子女なので見かけたら気軽に話しかけてあげてくださいね。

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第140回は富山と香川にお願い
しました。

頑張る仲間

富山　高田美津雄さん

香川　黒澤太郎さん

　

活
動
内
容
は
聞
い
た
ら
理
解
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
新
聞
は
写
真
で
見

る
こ
と
が
で
き
、
視
覚
か
ら
情
報
が
入

り
分
か
り
や
す
い
で
す
。
今
後
も
大
変

だ
と
は
思
い
ま
す
が
。
活
動
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。                 

（
三
重
）

――
確
か
に
視
覚
か
ら
の
情
報
は
わ
か
り

や
す
い
と
思
い
ま
す
。
活
動
に
参

加
し
体
験
す
る
事
で
新
た
な
情
報

が
入
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。（Ｋ

Ｕ
）

　

高
知
県
の
団
体
交
渉
の
記
事
が
大
変

興
味
深
か
っ
た
で
す
。
他
県
の
応
援
を

受
け
て
の
交
渉
な
ど
、
執
行
部
の
活
動

の
一
端
が
垣
間
見
え
ま
し
た
。
労
使
交

渉
の
結
果
だ
け
で
は
な
く
、
普
段
の
活

動
に
も
目
を
向
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
長
野
）

――
必
ず
結
果
の
前
に
は
経
過
が
あ
り

ま
す
。
経
過
の
根
底
に
あ
る
の
は

組
合
員
の
皆
さ
ん
の
気
持
ち
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
執
行
部
を
支
え
て
あ

げ
て
下
さ
い
ね
。             （
Ｙ
Ｓ
）

　

毎
回
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
全
国
の
組
合
の
様
子
も
分

か
り
勉
強
に
な
り
ま
す
。        

（
富
山
）

――
全
厚
労
ニュ
ー
ス
に
目
を
通
し
て
頂

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

教
宣
部
員
の
励
み
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
読
み
や
す
く
、
各
組

合
活
動
の
様
子
を
お
伝
え
で
き
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
。         （
Ｓ
Ｎ
）

　

時
間
外
・
休
日
労
働
の
上
限
規
制
や

年
休
５
日
時
季
指
定
制
度
が
導
入
と
な

り
ま
す
が
、
実
際
に
は
看
護
師
な
ど
の

人
員
不
足
に
よ
り
、
厳
し
い
労
働
環
境

に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
若
手
の
人

材
育
成
だ
け
で
な
く
、
実
際
の
働
き
手

の
福
利
厚
生
を
充
実
さ
せ
て
欲
し
い
と

考
え
ま
す
。                        

（
長
野
）

――
人
員
確
保
を
考
え
離
職
防
止
に
つ

な
が
る
よ
う
に
、
厳
し
い
労
働
環

境
が
改
善
し
て
い
け
る
よ
う
に
組

合
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
働
き
方
改
革
が
本
当
の

意
味
で
働
き
手
の
改
革
に
つ
な
が
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
Ｓ
Ｂ
）

スマホからすべて投稿できます★

クロスワードの投稿もQRコードからできます。
氏名・住所・希望景品（図書カード又はクオカード）は必須事

項です。投稿数に応じてポイントが貯まります。
今年度からハガキでもポイントが貯まります☆

右のＱＲコードから全厚労ホームページ
を開き、「資料・データ」のページから過
去の全厚労ニュースを見る事が出来ます。

聞かせて・教えて！のコーナー聞かせて・教えて！のコーナー
☆12月・1月新年合併号で募集した「聞かせて・教えて」の結果発表☆
質問１　合併号で一番興味があった面は？
「各県ニューフェイス」が19票で最多。「災害医療・厚生連座談会」が
９票で次点でした。
質問２　雪遊びといえば？ 
「雪だるま作り」が20票で最多!! 次に12票で「雪合戦」でした。

☆２月号で募集した「新元号の予想クイズ」正解発表☆

４月１日に新元号が「令和」となることが発表されました。
よって、「Ｃ」を選ばれた方々が大正解となります。おめでとうございます！
以下クイズへの投稿数です。たくさんの御応募ありがとうございました。
Ａ＝17名、Ｂ＝５名、Ｃ＝６名、Ｄ＝１名

質問１　４月号で一番興味があった面は？
Ａ＝１面　Ｂ＝２面　Ｃ＝３面　Ｄ＝４面

質問２　離職防止に特に必要だと思う取り組みは？
Ａ＝賃金の引き上げ 　　Ｂ＝休暇の取得日数向上
Ｃ＝長時間労働・業務過多の是正　Ｄ＝その他（意見・要望欄へ記入）

さて、今回の「聞かせて・教えて！」は

れいわ

（4）2019年４月20日 第467号全 厚 労 ニ ュ ー ス


